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西
尾
剣
連
指
導
者
講
闇
会
報
告

醐
適
宜
正
嫡
隼
謹
鑑
の

鯛
遵
蔀
廿
年
間
の
満
動
語
録

理
事
長
　
　
鈴
木
　
鰹

西
尾
帯
剣
道
連
盟
は
、
創
立
六

十
閲
隼
記
念
専
業
と
し
て
四
つ
の

寄
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

1
．
剣
道
連
盟
旗
の
作
成

往
事
　
記
念
手
拭
い
　
「
百
錬
自
得
」

の
作
成

3
．
五
十
年
薗
後
の
十
年
間
間
の

功
労
蕃
表
彰

4
“
各
学
校
・
道
場
及
が
地
域
支

援
団
鯨
の
活
動
の
概
要
の
ま

と
め

1
～
忍
の
事
業
に
つ
い
て
は
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
周
知
の
と
お
り

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
で
は

「
囲
尾
市
剣
道
連
盟
五
㊥
周
年
記

念
譲
」
　
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
回
の
周
年
記
念
専
業
の
た
め

に
作
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
記
念
議

の
艶
料
と
し
て
、
各
学
校
e
道
場

・
団
体
の
歩
み
を
種
子
デ
ー
タ
で

の
保
篭
を
考
え
て
い
ま
す
。
各
団

体
に
は
改
め
て
依
頼
文
薯
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
様
式
は
A
4
サ
イ
ズ

1
．
団
体
名

2
．
過
去
十
年
間
の
活
動
の
歩
み

3
．
部
員
数
の
推
移
と
指
漕
番

卒
　
主
だ
っ
た
戦
績
と
活
動
内
容

5
．
そ
の
他

な
鶉
、
写
真
資
料
は
必
ず
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
十
日
　
（
日
）
、
西
尾
市
総

合
体
育
館
武
道
場
で
西
尾
帯
剣
道

連
盤
の
事
業
で
あ
る
指
導
者
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
団
は
、

過
去
三
回
（
平
成
二
十
六
年
四
月

。
八
月
、
平
成
二
十
七
年
四
月
）

の
西
尾
市
に
お
け
る
　
「
緻
審
査
会
」

の
　
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽

古
法
」
　
の
審
査
結
果
か
ら
、
闇
題

点
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
圭
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

1
。
剣
先
を
横
手
で
合
わ
せ
る
こ

と
、
一
足
一
刀
の
間
合
い
の
区
別

が
曖
昧
で
あ
る
。

盟
．
一
斬
新
の
取
り
方
に
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
る
。

忍
。
抜
き
鼓
　
（
南
披
き
胴
「
∴
返
し

技
（
面
返
し
胴
）
　
の
紘
捌
き
が
不

徹
底
で
あ
る
。

亀
。
元
立
ち
の
襲
け
方
が
曖
昧
で

ある。
馬
。
発
声
が
不
十
分
で
あ
り
、
物

足
り
な
さ
を
感
じ
る
。

し
ま
し
た
。
指
導
者
が
自
ら
稽
古

し
、
や
っ
て
見
せ
、
や
ら
せ
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
面
抜
き
胴

と
面
返
し
胴
は
田
村
に
注
意
し
、

残
心
を
示
す
と
き
に
互
い
に
正
対

す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
恥
V
m
等
の
活
用
も
大
変

有
効
で
す
が
、
謙
語
会
に
足
を
運

ぶ
こ
と
で
緒
導
現
場
の
情
報
交
換

が
で
き
ま
す
。
次
回
の
多
数
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

遠
雷
虞
　
鈴
木
　
瞳
）

鼎
殿
詰
め
で
と
う

ご
ざ
い

㊨
閻
駿金
聞
蘭
蕃
氏

（
剣
適
会
員
）

牧
野
鎮
瀞
氏

の
重
蔵
塵
騎
溝
剰
酷

へ
剣
運
醇
撥
踊
次
長
）

観
野
騨
華
麗

遣
媛
申
剣
邁
離
顧
闇
）

蕃
盃
前
に
は
学
校
や
道
場
で
練

闇
を
十
分
し
て
審
査
に
臨
ん
で
い

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

諮
習
会
当
日
の
参
加
者
は
十
四

名
で
、
講
師
は
杉
浦
慶
治
教
士
七

段
、
鈴
木
醒
教
士
七
段
が
担
当
し

ま
し
た
。
元
立
ち
と
か
掛
か
り
手

を
確
認
し
な
が
ら
、
基
本
1
か
ら

基
本
9
ま
で
を
一
時
間
半
ほ
ど
か

け
て
繰
り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
中
に
　
「
木
刀
に

よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
　
を
取

り
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
実
感

新
値
顧
闇
の
蘭
の
痢

「
剣
適
の
楽
し
蓮
馨
蝶
掃
え
る
患
渉
綻
」

閻
野
師
茄
∴
∴
蘭
瀬
醇
薬

今
年
度
か

ら
、
西
野

町
小
学
校

剣
道
部
の

顧
閥
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
が
育
っ
て
き
た
西
尾
市

で
、
剣
道
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
、
日
々
華
世
を

感
じ
て
い
ま
す
。

剣
道
部
の
子
ど
も
た
ち
は
、
明

る
く
活
発
で
、
や
る
気
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
ば
か
り
で
す
。
寓
を
キ

ラ
キ
ラ
輝
か
せ
な
が
ら
稽
古
す
る

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
部
活
動
の

時
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
た
く
さ

ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
剣
道
の
楽
し

さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
　
と
い
う

気
溝
を
腕
に
、
自
分
自
身
も
子
ど

も
た
ち
と
共
に
箱
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



譜詳（小甲羅帥柵「醒回闘

竹刀の握り方

打褒したときの力の入れ方、

ゆるめ方など、手による竹刀

操作のこと

15．00　日本ガイシ

13・00　碧輯臨海体

10側　枇杷萬SC

枇杷島SC

9：00　知立福祉体

弼0　県武道館

19：30　三好公園

10：00　安城体

9：00i県武道館

17的0　西尾総体

静岡県

10．00　申SC

6月の待薄予定

6，／　6（土）東海地区剣道合同稽古会

第7国花しょうぶマスターズ剣道大会

6，／7（日）第68回全日本剣適選手権大会県予選会

第54回全日本女子剣道選手権大会県予選会

第38回かきつばた杯女子剣道大会

第32回愛知県少年剣道錮大選手権大会

西三河剣道月例稽古金

歯三河剣道高齢者稽古会」

第83回愛知県道場対抗剣道大会

幼少隼剣道入門教室

第62回東海高校総体剣道大会

第10回全日本都道府県対抗少年剣道大会
弼0　パークアリーナ敬

10．00　豊川武道館

的：00　安城体

大阪市

17．00　西尾総体

9・00　八ツ南中

9：00岡崎中経体

大阪肩

第49回中部地区葵楽団剣道大会

愛知県女子剣道稽古会

西三河剣道高齢者稽古会

第49回全日本女子学生剣道選手権大会

幼少年剣道入門教室

第59回小学校剣道大会

第62回西三河剣道大会

第63回全日本学生剣道選手権大会

6／　9（火）

6／11（木）

6／′13（土）

6／20（土）

6／21（日）

6／24（水）

6／25（木）

6／27（土）

6／／28（日）
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《閻魔剣連月例稽古会〉　　　　19：00　　　　　　　　離職総鯨

㊨／6（青年部）6．／18－6／20∴6／27（土）

㊥常務局より

。四〇五段審査会申込締め切り目　㊨／帯織　　木村武道具膚まで

〇第九回県女子剣道段別選手権大会申込締切日∴塩江布の　県連事務局

東
餉
余
剣
道
個
人
選
手
糎
大
会

（
東
部
申
　
　
　
五
月
九
日
）

Ⅳ
連
番
の
都

①
細
川
寛
太
　
②
細
川
轍
太

③
小
堺
璽
弘
。
杉
浦
惟
月

（
以
上
東
剣
会
）

▽
小
学
囲
軍
政
下
の
覿

①
稲
垣
擾
真
（
三
）
②
水
雷
晶
洋
（
窒
）

③
竹
内
軽
妙
美
（
三
∵
岡
田
宗
大
壷
）

▽
小
学
五
隼
の
蔀

①
古
橋
　
基
　
②
長
谷
透
稟

③
潮
田
都
子
・
潮
田
書
紀

（
以
上
墓
場
小
）

▽
小
学
六
年
の
蔀

①
神
谷
俊
介
　
②
半
田
読
書

③
谷
美
智
香
　
の
橋
杢
麗
撃

（
以
上
室
場
小
）

▽
甲
等
一
缶
男
子
の
覿

①
板
倉
藤
哉
（
曹
②
矢
野
能
義
（
東
）

③
藤
田
凌
太
（
西
）
。
半
田
晴
人
（
霊

W
帝
等
二
年
男
子
の
蔀

①
太
田
篤
志
（
西
）
②
長
谷
祭
典
寮
）

③
天
野
陽
太
（
東
）
・
木
村
昇
之
介
（
東
）

▽
哲
学
三
年
男
子
の
擬

①
本
田
宗
一
朗
（
東
）
②
繚
騎
遼
茜
）

Ⅳ
醇
等
一
年
瑛
子
の
蔀

①
濱
鴫
真
尋
（
雷
②
磯
谷
東
棟
（
西
）

▽
車
掌
二
年
典
子
の
蔀

①
榊
原
小
春
（
曹
②
大
海
範
確
（
東
）

▽
哲
学
三
舘
典
子
の
鞠

①
半
間
詩
桜
里
（
墓
②
加
藤
菜
祈
茜

九
名
金
環
剣
道
蔀
へ

劫
少
年
剣
道
入
間
毅
藍

先
月
号
で
総
会
こ
ぼ
れ
話
と
し

て
、
「
小
学
校
の
剣
道
部
員
が
か

な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

が
、
一
時
盛
ん
で
あ
っ
た
道
場
が

次
々
に
閉
館
し
て
い
る
し
、
こ
う

な
る
と
剣
運
と
し
て
は
、
『
幼
少

年
剣
道
入
門
教
室
』
が
大
事
な
存

在
だ
o
∴
∴
∴
∴
・
」
と
い
う
意
見
を
紹
介

した。せ
っ
か
く
語
感
に
な
っ
た
の
で
、

今
回
幼
少
年
剣
道
入
門
教
室
の
関

儒
者
に
実
情
に
つ
い
て
う
か
が
っ

て
み
た
。

◇
小
学
校
で
は
四
年
生
か
ら
部
活

動
が
始
ま
る
よ
う
だ
け
ど
、
幼
少

年
剣
道
教
室
に
い
た
子
ど
も
た
ち

は
み
ん
な
入
部
し
た
で
し
ょ
う
か
。

＊
入
門
教
室
に
は
約
五
十
名
陸
曹

が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

入
部
に
該
当
す
る
児
童
、
つ
ま
り

四
年
生
に
な
る
児
童
は
今
年
九
名

い
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
苑
犠

金
風
が
朱
離
し
た
そ
う
で
、
私
た

ち
も
大
変
富
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
九
名
が
せ
つ
の
小
葉
駿

に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

今
後
は
顧
間
の
先
生
方
に
お
願
い

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
子

た
ち
が
伸
び
て
い
っ
て
く
れ
る
と

や
り
が
い
が
あ
る
と
い
う
も
の
す
。

捨
理
聾
長
よ
り

左
記
の
行
事
予
定
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
六
月
二
十
八
日
　
（
目
）

に
は
西
三
河
剣
道
大
会
と
愛
剣
会

の
第
五
十
九
回
小
学
校
剣
道
大
会

が
控
え
て
い
ま
す
。
何
か
と
お
忙

し
い
で
し
ょ
う
が
、
何
と
か
都
合

を
つ
け
て
大
会
成
功
に
向
け
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

㍉
鵡
川
。
論
議
描
沌
星
粥
‥
“
畿
捕
鎚
障
縄
彊
能
瀬
‥
“
諜
報
…
能
瀬
o
i
。
鶴
酷
評
囲
議
醜
鶉
灘
捕
縛
弼
e
。
鋪
“
鶉
．

鼎
下
衆
十
三
チ
唱
強
襲
舶

第
五
十
見
聞
小
学
校
剣
道
果
会

中
部
日
本
剣
道
大
会
は
、
西
尾

市
剣
道
連
盟
の
顔
と
言
う
べ
き
大

き
な
大
会
で
す
。
そ
れ
に
続
く
大

会
と
し
て
　
「
小
学
校
剣
道
大
会
」

が
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

圭
催
こ
そ
愛
別
会
で
す
が
、
愛

知
県
下
か
ら
約
七
十
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
大
会
で
す
。
今
回
は
東
三

河
地
区
の
チ
ー
ム
が
不
参
加
で
す

が
六
十
三
チ
ー
ム
が
参
化
す
る
よ

う
で
す
。

◇
名
古
屋

◇
尾
　
張

十
五
チ
ー
ム

十
四
チ
ー
ム

◇
西
三
河
　
十
二
チ
ー
ム

◇
西
　
尾
　
二
十
二
チ
ー
ム

西
尾
勢
二
十
二
チ
ー
ム
は
如
何

に
も
多
い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
開

催
地
と
あ
っ
て
学
校
と
地
域
の
二

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
た
め
で
す
。

ち
な
み
に
昨
年
度
の
試
合
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

・
擾
　
勝
　
武
徳
館
剣
道
教
室

o
準
優
勝
　
洗
心
道
場

a
二
一
位
　
東
レ
暦
数
堂

勝
川
剣
友
会


